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武藤 智 特集 嚢胞腎【嚢胞性
腎疾患の病態・疫学】A
DPKDの病因と病態． 

腎と透析 93 485-8 2022 

中西浩一 特集 嚢胞腎【嚢胞性
腎疾患の病態・疫学】A
RPKDの病因と病態． 

腎と透析 93 489-492 2022 

仲谷 慎也 特集 嚢胞腎【嚢胞性
腎疾患の病態・疫学】A
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る 遺伝性腎疾患． 
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中西浩一 特集：多発性嚢胞腎 
常染色体潜性多発性嚢
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 date． 
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childhood-onset end-s
tage kidney disease: 
a multicenter study i

n Japan 

Clinical  

Experimental 

 Nephrology 

 doi: 
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16 688-692 

2022 

  服部元史 慢性腎臓病患者の移行
期医療（日本の動向 

腎臓内科 
14 128-131 

2021 
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応―小児期発症慢性腎
臓病患者の移行期医療
とプレコンセプション

ケア 

周産期医学 51 601-605 2021 

服部元史 慢性腎臓病患者の移行
期医療：日本の動向 

腎と透析 89 778-781 2020 

服部元史 思春期・青年期の慢性
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多発性嚢胞
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イン2020 

東京医学社 東京 2020 
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性疾患政策
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調査研究 

急速進行性腎炎症
候群(RPGN)診療
ガイドライン2020 

 

急速進行性
腎炎症候群
(RPGN)診
療ガイドラ
イン2020 

東京医学社 東京 2020 
 

臼井丈一、
髙橋真由
美、金子修
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急速進行性腎炎症
候群（RPGN） 

岡田浩一 

最新ガイド
ラインに基
づく腎・透
析診療指針
2021-’22 

総合医学社 東京 2021 56-61 

臼井丈一 

急速進行性糸球体
腎炎の診断はどの
ように行います

か？ 

山縣邦弘他 
腎臓病診療

Q&A 
東京医学社 東京 2021 189 
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臼井丈一 
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福井次矢他 

今日の治療
指針2022
年版 

医学書院 東京 2022 
599-6

00 

臼井丈一 
急速進行性腎炎症
候群（RPGN）  

year note 
TOPICS 2
022-2023、

12 eds 

メディック
メディア 

東京 2022 
E-9-E-

10 

和田健彦 
巣状分節性糸球体

硬化症 
矢﨑義雄・小
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内科学第1

2版 
朝倉書店 東京 2022年 

IV-68
 - 71 

和田健彦 
腎臓病におけるア
シドーシスの治療 
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ン：腎臓 

中外医学社 東京 2022年 
154-1

58 
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成 

今日の治療
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年版 

医学書院 東京 2022年 
619-6

21 

和田健彦 

微小変化型ネフロ
ーゼ症候群成人患
者の標準的治療法
を教えてください 

山縣邦弘監
修、臼井丈
一・斎藤知栄

編集 

腎臓病診療
Q&A-AKI
〜CKD〜
腎難病まで 

東京医学社 東京 2021年 211-2 

和田健彦 
原発性ネフローゼ

症候群 
岡田浩一 

最新ガイド
ラインに基
づく腎・透
析診療指針 

総合医学社 東京 2021年 35-41 

成田一衛、
他 

ネフローゼ症候群
療養ガイド 2 0 2

 3 

厚生労働科
学研究費補
助金（難治性
疾患政策研
究事業）難治
性腎障害に
関する調査

研究 

ネフローゼ
症候群療養
ガイド 2 

0 2 3 

株式会社東
京医学社 

東京 2023 1-13 

成田一衛、
他 

急速進行性腎炎症
候群療養ガイド 2

 0 2 3 

厚生労働科
学研究費補
助金（難治性
疾患政策研
究事業）難治
性腎障害に
関する調査

研究 

急速進行性
腎炎症候群
療養ガイド
 2 0 2 3 

株式会社東
京医学社 

東京 2023 1-13 

成田一衛、
他 

多発性のう胞腎療
養ガイド 2 0 2 3 

厚生労働科
学研究費補
助金（難治性
疾患政策研
究事業）難治
性腎障害に
関する調査

研究 

多発性のう
胞腎療養ガ
イド 2 0 

2 3 

株式会社東
京医学社 

東京 2023 1-13 
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成田一衛、
他 
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ド2023 

厚生労働科
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疾患政策研
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研究 
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023 

株式会社東
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東京 2023 1-13 

西尾妙織 Ciliopathy 南学正臣 

ビジュアル
アブストラ
クトで読み
解く 腎臓
論文ベスト
セレクショ

ン 

中外医学社 東京 2022 61-65 

西尾妙織 

遺伝性疾患の診
断・治療を進めるう
えでの注意点やコ
ツを教えて下さい 

和田隆志 
腎臓内科C
ontroversy 

中外医学社 東京 2022 
276-2

81 

山本準也，
西尾妙織 

嚢胞性疾患 矢﨑義雄 
朝倉内科学
第12版4巻 

朝倉出版 東京 2022 
158-1

60 

西尾妙織 多発性嚢胞腎 山縣邦弘 

腎疾患・透
析 最新の
治療2020-

2022 

南江堂 東京 2022 
208-2

10 

臼井丈一 
急速進行性糸球体

腎炎 
山縣邦弘他 

腎疾患・透
析最新の治
療2023-20

25 

南江堂 東京 2023 
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20 

臼井丈一 
急速進行性腎炎症
候群（RPGN）  

year note 
TOPICS 2
023-2024、

13 eds 

メディック
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